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1. 長寿命化修繕計画の目的

１）改定の背景

・本計画は、点検や補修を定期的にかつ計画的に実施して、橋梁の痛みが小さ

いうちに対策を講じてできるだけ長く使うという「予防保全型管理」を基本と

した施設の長寿命化を目的として平成24年 10月に策定した計画である。

・平成31年度改訂版は、平成26年度以降に実施した点検データを用いて計

画の検証を実施し、また、平成 28年 4月に発生した熊本地震の被災を踏ま

えて平成28年 12月に道路法施行規則の一部改正がされたことを受け、計画

的な点検・修繕の方法等を定め、本計画を見直したものである。

・前回計画では15m以上の道路橋26橋を対象としたものだったが、改訂版

では 2m以上の道路橋 80 橋へと対象範囲を拡大し、町民の皆さんにより安

心な橋梁利用をしていただけることを目的に策定したものである。そのうえで

計画的に目標を達成できるよう国等の補助金を積極的に活用し、今後の道路橋

の維持管理に取り組んでいくものである。
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2）三春町の概要と橋梁の現状

【三春町の概要】

三春町は、福島県のほぼ中央部、阿武隈山系の西裾に位置し、郡山の北東に

隣接している。町のほとんどが標高300～500ｍの丘陵地で、ゆるやかな山

並みが続いている。気候は内陸性で、冬の降雪は少なく、夏もあまり暑くない

ため、過ごしやすい。

産業としては田村西部工業団地が磐越自動車道船引三春 ICに隣接しており、

交通アクセスに優れた生産基地を提供。市街地においては、商業基盤等の充実

や蔵を活用した賑わい創出等魅力的な商店街の形成が図られている。また、豊

かな田園生活を追及した新たな農業への取り組みが行われている。

主な観光資源としては樹齢千年以上といわれる国指定天然記念物三春滝桜、

歴史民俗資料館、三春郷土人形館、旧城下町のたたずまいや神社仏閣、自由民

権運動の発祥の地として歴史や観光資源が多い。また、三春ダムやその周辺の

施設なども年間を通して訪れる人も多い。

東西には国道288号（バイパスも含む）、南北には県道40号（飯野三春石

川線）があり、それぞれ郡山市と田村市、二本松市と石川町を結ぶ箇所に三春

町が位置している。

【管理橋梁の現状】

三春町の管理橋梁は 80 橋で町内に広く分布し、橋長 15m 未満が 54 橋

（68％）、15m以上 50m未満が20橋（25％）、50m以上 100m未満が

1橋（1％）、100m以上が5橋（6％）となっており長大橋は少ないが、磐越

自動車道および磐越東線を跨ぐ橋梁がある。

今回対象となる 80 橋の中で供用開始から 50 年を経過する橋梁は 12 橋

（15％）だが20年後には41橋（51％）と半数以上が老朽化橋となる。

今後、急激に増加する老朽化した橋梁に対し、従来の痛んでから治す対症療

法型維持管理を継続した場合、維持コストが膨大となり、適切な維持管理が困

難になると想定される。
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～1967年 1968～1977年 1978～1987年 1988～1997年 1998～2007年 2008年～

PC橋 3橋 7橋 10橋 16橋 0橋 2橋

RC橋 5橋 1橋 1橋 1橋 0橋 0橋

鋼橋 2橋 4橋 1橋 2橋 1橋 0橋

BOX 0橋 0橋 5橋 2橋 3橋 12橋

混合橋 2橋 0橋 0橋 0橋 0橋 0橋

0橋

5橋

10橋

15橋

20橋

25橋

管理橋梁の状況

20 年後
50年以上経過橋梁
41 橋（51%）

現在
50年以上
経過橋梁
12橋(15%)

合計 12 橋 12 橋 17 橋 21 橋 4 橋 14 橋 80 橋

三春町 位置図

三春町
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3）目的

2. 長寿命化修繕計画の対象橋梁

１）対象橋梁

1級町道 2級町道 その他の町道 合計

全管理橋梁数 10橋 8橋 62橋 80橋

計画策定橋梁数 10橋 8橋 62橋 80橋

項 目

コスト縮減のイメージ 予算平準化のイメージ

【計画策定の目的】

このような背景から、限られた予算の中で適切な維持管理を行い、道路の安

全・安心を確保する必要がある。従来の損傷が顕在化してから修繕を行う「事

後保全型」を改め、損傷が顕在化しないうちに予防的な対策を行う「予防保全

型」への転換を図り、更に橋の重要度に応じて管理水準を設定する「管理区分

型」とすることで、適切な修繕対策を適切な時期に行う事業計画を策定し、維

持管理コストの縮減を図る事を目的とするものである。

また、予算の平準化を行うことで、町の財政負担を軽減することに勤める。

（管理区分型）

三春町の橋梁長寿命化修繕計画は、三春町が管理する橋梁80橋を対象に計画

を策定している。

1
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3. 健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度把握の基本的方針

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

①職員によるパトロールの実施

着目橋梁および着目点を整理することで、パトロールの有効性を向上させる。

②各地域との連携の推進

地区ごとのボランティア活動の中で橋の清掃活動を行い、地域住民の橋への関

心を高めるなど、地域との連携を図る

③住民からの情報提供制度を構築

各区長と連携し、住民からの情報提供制度を構築（案内板、ＨＰの活用）する

ことや「簡易点検チェックシート」の活用により、橋梁状態の把握と維持管理

に役立てるものとする。

（老朽化対策における基本方針）

健全度の把握については、法令で定められた定期点検（1回/5年）および橋

梁診断（定期点検後）や、必要に応じて行う詳細点検により、各部材の劣化や損

傷状況等を早期に把握する。

（新技術の活用方針）

新技術情報システムや点検支援技術性能カタログ等を参考に、有用な新技術の

活用を検討し、維持管理コストの低減を目指すほか、作業の効率化に努める。

①定期点検では、管理橋梁80橋のうち、点検車を使用する橋梁は21橋。

新技術：ドローン（BR010043-V0224）

令和15年程度で250万円縮減を目指す。

②補修工法では、新技術と従来工法を比較検討し、ライフサイクルコストの低

減を図れる工法を積極的に採用する。（橋梁4橋、横断歩道橋1橋）

塗替塗装：サビバリヤー（CB-170003-VR）

令和1５年程度で950万円縮減を目指す。

管理橋梁を良好な状態に保つためには、水の影響を最小限とする必要がありま

す。橋面に雨水が滞水することで、舗装の劣化や床版への漏水、主桁や下部工へ

の影響など多くの損傷要因となります。滞水しないようにするためには、排水機

能の確保が最も簡単で耐久性に大きく影響するものと考えられる。

三春町では地域ごとのボランティア活動により、草刈り等が行われております

ので、地域住民の協力、協働により、橋面上や排水桝の土砂撤去を実施すること

で、橋の維持管理の向上と地域住民の橋への関心、地域との連携を図っていくこ

とを考えている。
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4. 対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基
本的な方針
１）管理区分の設定

修繕計画策定にあたってはコストの縮減を図るため、橋梁諸元や路線の重要度

に応じて橋梁毎の管理水準を設定します。橋梁の諸元（橋長、幅員、橋種等）や

環境、損傷の状況および重要度などを考慮して、以下のように管理区分を設定し、

橋の長寿命化を図るとともに長期的な維持管理にかかるコストの縮減を図って

いきます。

①重点管理橋梁：13橋

一般的な予防保全対策に加え、戦略的な管理を行う。

具体的には、点検頻度の向上や、剥落防止対策等を含めた表面保護工による

劣化対策を、橋梁ごとに個別に検討する。

選定内容・観光地やダムに関わる橋梁および100mを超える長大橋

・跨道橋など第三者被害予防措置を要する橋梁

・横断歩道橋

②予防保全橋梁：20橋

一般的な予防保全対策を適用する。

具体的には、橋面からの漏水対策、表面保護工等による対策を行う。

選定内容・緊急輸送路または落橋時に孤立を生じさせる橋梁

・橋長30m以上または利用頻度が高い橋梁

③事後保全橋梁：38橋

損傷が起きてから対策する、事後保全対策を適用する。

また、重要度に応じては、補修対策を行わない「使い切り」の橋梁を設定し、

事業費削減を見込む。

選定内容・ボックスカルバート

・橋長30m未満でボックスカルバートへの置換ができない橋梁

⑤更新型橋梁：8橋

更新を前提とした分類であり、重要度や損傷状況に応じては、積極的にBOX

化を行う事で、更新費用の削減とBOX化後の維持管理費の軽減を図る。

小規模な橋梁のうちでも、比較的重要度が高い橋梁を対象とする。

選定内容・橋長8.0m程度でボックスカルバートへの置換が可能な橋梁

⑥統廃合検討橋梁：1橋

重要度が低く代替路線が確保できる場合に検討する。

選定内容・撤去計画がある橋梁（薬師道橋）
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２）地域特性を考慮した維持管理

３）費用縮減に関する基本的な方針

5. 橋梁の耐震化

6. 対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期又は架替時期

様式１-２による（巻末に添付）

劣化曲線の設定

シミュレーションで使用する劣化曲線は、国総研資料を参考にシミュレーシ

ョンソフトの中で計算式が設定されています。これを一元的に適用した場合、

三春町の地域特性が反映される実際の劣化度との乖離が生じます。そのため、

点検結果を基に三春町の橋梁としての劣化曲線を設定し、シミュレーションに

反映した。

・選定基準

・寸断された場合、災害時の避難や復旧活動に甚大な影響を及ぼす恐れのあ

る緊急輸送路や鉄道に関連する橋梁を選定した。

・対象橋梁

・三春北大橋（橋長105m 桁下状況 鉄道（磐越東線））

・三春西大橋（橋長150m 桁下状況 鉄道（磐越東線）、国道288号）

・耐震化の内容

・地震発生時でも、落橋はせず、緊急輸送路及び鉄道が避難路や救助・救急・

医療・消火活動及び緊急物資の輸送路としての通行を確保できるような耐震

化を図る。

集約・撤去

供用開始当時に比べ、利用状況が著しく減少している橋梁もあることから、

現在の利用状況や代替路の有無を確認したうえで周辺住民と調整し、橋の統廃

合も視野に入れた維持管理を行う。

集約・撤去後、令和15年度までに100万円のコスト縮減を目指す。

検討する橋梁：1橋（薬師道橋）※迂回路として新薬師道橋あり

なお、横断歩道橋は三春駅につながる連絡通路であり、迂回路がない路線で

あること、周辺の迂回路を通行した場合、約1.2 ㎞（所要時間１５分）を迂回

することになるため、利用者等に与える影響が大きいことから、集約化・撤去

を行うことは困難である。
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7. 長寿命化修繕計画による効果

三春町が管理する橋梁について、点検結果を基に今後50年間での予算シミュ

レーションを行い、以下の結果が得られました。

１）長期的なコスト縮減効果

長寿命化修繕計画の基本方針に基づいて管理区分型の維持管理を実施するこ

とにより、従来の事後保全型管理を行った場合の総事業費約 115 億円から約

20億円にコスト縮減が可能となり、今後50年間で約95億円（83％）の費用

圧縮効果が見込まれる。

※上記シミュレーションは橋梁維持修繕に関わる予算を4,000 万円/年（点検

費用含む）として維持管理計画を策定したものである。（平成31～35年事業

費は三春町補修補強工事計画に従い算出した。）

２）平準化の効果

長寿命化修繕計画による計画的な対策を実施することで、維持管理費用を分

散化し長期的な予算の平準化を図ることが可能となります。
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8. 計画策定担当部署および意見聴取した学識経験者等の専門知識を
有する者

１）計画担当部署

福島県 三春町 建設課 建設グループ

TEL 0247-62-2115（内311）

２）意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者

日本大学 工学部 土木工学科 岩城 一郎 教授
い わ き いちろう

３）意見聴取風景

意見聴取 ２回目

意見聴取 １回目

意見聴取 ３回目


